
 

 
 

１年間の成長と別れの春、そして出会いの春へ… 
 

校長 加 藤 博 樹  

 ３月１５日、今年度は７名の卒業生が西興部中学校を巣立っていきました。式辞では「一

期一会」という言葉を卒業生に送りました。 

「一期一会」という言葉には「一生に一度だけかも知れない出会いを大切にしよう」と

いう意味の他に、たとえ毎日会っている

家族や友達であっても、「その人との、

その時、その場での出会いは一生に一度

のものだから、大切にしよう」という意

味があります。 

 ４月から始まる新たな生活の中で、７

名それぞれが、人との出会いを大切に、

一日一日を大切に、そして何よりも自分

を大切にして、一歩一歩、力強く歩んで

いくことを心から願っています。そし

て、心から応援しています。 
 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

今日、３月２２日、１、２年生は修了式を迎えました。「１年前よりも○○ができるよ

うになった」「○○に頑張って取り組んだ」「○○が得意になった」…など、一人ひとり

がきっと１年前の自分よりも確実に成長しているのではないかと思います。ご家庭でもぜ

ひ、この１年間を振り返り、お子様の成長を認めてあげてください。 

４月からは学年が１つずつ上がって２年生、３年生になり、新入生が入学してきます。

上級生として、西興部中学校の中心となって活躍し、さらなる成長の１年となることを期

待しています。 
 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

保護者、地域の皆様には、この１年間、本校の教育活動に対してご支援ご協力をいただ

きましたことに心より感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 

４月からの新年度もどうぞよろしくお願いいたします。 
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校長 加藤 博樹 

（紋別市立潮見小学校へ） 

 2年間という短い間でしたが、たくさんの出会いがありました。一人

一人がそれぞれの良さや個性を持っている生徒たち。また、保護者や地

域の皆様には、様々な場面でご支援ご協力をいただきました。本当にあ

っという間の２年間でしたが、多くの方々と出会い、関わりを持てたこ

とに心から感謝しています。ありがとうございました。 

 

教諭 青山 夕輝 

（江差町立江差中学校へ） 

 3年間という短い間ではありましたが、この学校でいろいろな経験をさせ

ていただきました。赴任当初、私が一番衝撃を受けたのが、NCN による自

己紹介の撮影です。経験したことのない緊張感を味わいましたが、大変貴重

な体験になりました。また、生徒の皆さん、保護者の皆様にも温かく迎えて

いただき、地域の皆様にも家族も含め、大変お世話になりました。おかげさ

まで充実した 3 年間を過ごすことができました。この学校、地域で経験さ

せていただいたことを胸に、新任地でも精進してまいりたいと思います。あ

りがとうございました。 

 

教諭 藤田 吏音 

（士別市立士別南中学校へ） 

 １年間という短い間でしたが、とても恵まれた生徒と先生方のおかげ

で、この学校でしか体験できない貴重な時間を過ごすことができました。

教員としてまだまだ未熟で、慣れない新環境の中でも優しく話しかけてく

れた生徒や地域の方々は、いつも心の支えとなりました。次の新任地であ

る士別でも、誠心誠意務めたいと思います。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お世話になりました ～転出職員のあいさつ～ 

 

１日（月） 年度始休業～７日 

 ８日（月） 着任式・始業式・入学式 

１０日（水） 職員会議 

１１日（木） 新入生を迎える会 

１２日（金） 学力テスト 

１６日（火） 任命式 

１７日（水） フッ化物洗口開始 研修日 

１８日（木） 3年全国学力学習状況調査 

    委員会活動日 

２１日（日） 参観日 ＰＴＡ総会 

２２日（月） 振替休業 

２３日（火） 保護者面談～30日 

２４日（水） 小中合同職員会議 

２９日（月） 昭和の日 


